
　
世
界
に
は
大
別
す
る
と
「
石
の
文
化
」

と
「
木
の
文
化
」
が
存
在
す
る
。
前
者
の

代
表
は
地
中
海
域
、
後
者
の
代
表
は
日
本

列
島
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
域
に
存
在
す

る
素
材
の
影
響
で
あ
る
。
前
者
の
代
表
で

あ
る
ア
テ
ネ
は
年
降
水
量
が
三
八
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
乾
燥
地
帯
で
あ
る
一
方
、
後

者
の
代
表
で
あ
る
東
京
は
一
六
〇
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
で
郊
外
は
森
林
地
帯
で
あ
る
。

建
物
は
地
域
に
存
在
す
る
素
材
を
使
用
す

る
か
ら
、
ア
テ
ネ
に
は
石
造
の
パ
ル
テ
ノ

ン
神
殿
、
東
京
に
は
木
造
の
浅
草
寺
が
建

立
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
セ
メ
ン
ト
が
発
明
さ
れ
、
砂
と

混
合
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
出
現
し
た
こ

と
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
世

界
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

給
の
視
点
か
ら
先
行
き
が
微
妙
な
事
態
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

急
速
に
進
歩
す
る
木
造
建
築

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
木
の
文
化
で

あ
る
。
木
材
は
巨
大
な
建
物
に
は
不
向
き

の
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
建
立
さ

れ
た
現
在
の
出
雲
大
社
は
棟
高
二
四
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
四
八
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
古
代
に
は
九
六
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。
パ
リ
の
中

心
に
あ
る
石
造
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
は

九
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
木
造
で
も

遜
色
の
な
い
規
模
の
建
物
が
構
築
で
き

る
。
し
か
し
現
在
で
は
出
雲
大
社
を
建
造

し
た
よ
う
な
巨
木
は
入
手
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
。

　
そ
こ
で
登
場
し
て
き
た
の
が
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
ー
テ
ッ
ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）

が
最
近
に
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
重
大

な
問
題
が
発
生
し
て
き
た
。
砂
の
不
足
で

あ
る
。
世
界
の
砂
の
需
給
の
正
確
な
統

計
は
な
い
が
、
国
際
連
合
の
調
査
に
よ

る
と
、
一
九
九
〇
年
に
は
八
〇
億
ト
ン

程
度
が
消
費
さ
れ
て
い
た
が
現
在
で
は

五
〇
〇
億
ト
ン
に
接
近
し
て
お
り
、
急
速

に
発
展
し
て
い
る
中
国
と
イ
ン
ド
が
半
分

以
上
を
消
費
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
発
展
な
ど
を

前
提
と
す
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要

は
今
後
も
急
増
す
る
が
、
砂
の
供
給
は
困

難
に
な
る
。
陸
地
の
二
五
％
は
砂
漠
で
あ

る
か
ら
大
量
の
砂
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
磨
耗
し
て
角
張
っ
て
い

な
い
の
で
相
互
に
引
っ
か
か
ら
な
い
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
使
用
で
き
な
い
。
埋

め
立
て
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
輸
送

費
用
の
点
か
ら
困
難
で
あ
る
。
数
千
年
間

発
展
し
て
き
た
石
の
文
化
は
、
資
源
の
供

と
名
付
け
ら
れ
る
集
成
木
材
で
あ
る
。
木

板
を
縦
横
に
方
向
を
交
差
さ
せ
て
接
着
し

一
体
に
し
た
素
材
で
、
強
度
も
耐
火
性
能

も
大
型
建
物
を
構
築
す
る
の
に
十
分
な
素

材
で
あ
る
。
す
で
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
郊
外
に
は
広
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
実
現
し
て
い
る
し
、
イ
ギ

リ
ス
の
ノ
リ
ッ
ジ
に
は
中
層
の
円
形
校
舎

も
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
最
近
で
は
木
造
高
層
建
築
も
実
現
し
、

仙
台
に
は
一
〇
階
建
て
の
集
合
住
宅
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
は
一
八
階
建
て
の
集
合
住
宅

が
建
設
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
二
四
階
建

て
（
高
さ
八
四
メ
ー
ト
ル
）
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
、
シ
ド
ニ
ー
に
は
三
九
階
建
て
（
高
さ

一
八
二
メ
ー
ト
ル
）
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
耐
震
強
度
や
耐
火
性
能

は
従
来
の
鉄
筋
や
鉄
骨
の
建
物
と
同
等
の

基
準
を
満
足
し
て
お
り
、
日
本
だ
け
で
も

過
去
九
年
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た
建
物
が

大
小
一
〇
〇
〇
棟
近
く
が
実
現
し
て
い

る
。

環
境
問
題
へ
挑
戦
す
る

木
の
文
化

　
小
国
の
島
国
を
例
外
と
し
て
、
日
本
は

で
は
な
く
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー
と
い
う
先
端
素
材
の
資
源
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
木
材
の
破
片
か

ら
木
材
繊
維
を
抽
出
し
、
そ
の
繊
維
を
さ

ら
に
微
細
に
し
て
一
メ
ー
ト
ル
の
一
〇
億

分
の
一
ほ
ど
の
直
径
の
繊
維
に
し
た
素
材

で
、
軽
量
、
強

き
ょ
う

靱じ
ん

、
極
細
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
、
す
で
に
空
調
設
備
の
フ
ィ
ル

タ
ー
、
空
気
を
遮
断
す
る
包
装
フ
ィ
ル

ム
、
塗
装
樹
脂
の
強
化
素
材
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
注
目
素
材
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
潮
流
を
反
映
し
、
熊
本
県

は
伝
統
あ
る
軸
組
工
法
の
木
造
住
宅
を
普

及
す
る
政
策
を
推
進
し
、
市
域
の
八
割
が

森
林
で
あ
る
秋
田
県
大
館
市
は
市
有
林
の

木
材
生
産
を
過
去
五
年
で
一
気
に
五
〇
倍

に
拡
大
し
、
全
国
に
販
売
す
る
努
力
を
し

て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
日
本
は
建
物
だ

け
で
は
な
く
、
食
器
や
道
具
な
ど
の
製
品

に
も
木
の
文
化
の
伝
統
の
あ
る
国
家
で
あ

る
。
ぜ
ひ
足
元
に
あ
る
森
林
を
木
材
か
ら

先
端
繊
維
ま
で
広
範
に
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
開
拓
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

国
土
面
積
の
七
〇
％
が
森
林
と
い
う
世
界

有
数
の
森
林
国
家
で
あ
る
。
都
道
府
県
単

位
で
も
最
小
の
大
阪
が
三
〇
％
、
最
大
の

高
知
は
八
四
％
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
国

中
ど
こ
に
も
森
林
は
存
在
す
る
。
と
こ
ろ

が
戦
後
、
こ
の
森
林
大
国
が
後
退
す
る
事

態
が
発
生
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
木
材

の
輸
入
を
自
由
に
す
る
制
度
を
導
入
し
た

結
果
、
安
価
な
外
材
が
流
入
し
て
国
産
比

率
は
九
五
％
か
ら
二
〇
％
に
、
価
格
も

二
五
％
に
低
下
、
林
業
に
従
事
す
る
人
々

も
急
減
し
、
日
本
の
林
業
は
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
国
産
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
林
業
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
日

本
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
に
な
る
。
こ
れ

は
林
業
と
い
う
地
域
経
済
を
復
活
さ
せ
る

と
い
う
視
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
炭
素

を
木
材
と
し
て
固
定
す
る
と
い
う
地
球
環

境
問
題
の
視
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
日
本
で
は
二
〇
一
〇
年
に
「
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」
が
成
立
し
、

各
地
で
木
造
の
教
育
施
設
な
ど
公
共
建
築

が
急
速
に
増
加
し
、
最
近
で
は
一
五
％
近

く
が
木
造
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
木
材
は
建
設
資
材
と
し
て
だ
け
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木
の
文
化
の
日
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が
飛
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す
る
時
代

つ
き
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よ
し
お
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、
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